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6．． 今今後後のの課課題題 
本研究では，学習者の協働相手に変化が見ら

れなかった。協働する際に，複数の児童が関わる

ことは，異なる考え方に触れる機会につながる

可能性がある。しかし，E児の協働の場面では，
相手が固定化していたこと，また相手も E 児の
悩みや疑問を十分に理解できず，結果として「わ

からない」状態のまま学習が進んでしまうこと

が確認された。そのため，今後は多様な児童が関

わることのできる環境を整備することを行なっ

ていきたい。例えば，クラウドを活用し，他者の

成果物や学習過程を可視化することで，児童が

異なる視点を得られる機会を増やすことに加え，

児童の理解度や興味・関心に応じた適切なグル

ープ編成や教師の介入による学習支援を行うこ

とでより効果的な協働が実現できるようにする。 
また，本研究の分析対象とした児童数が限ら

れているため，得られた知見を過度に一般化す

ることは避けるべきである。今回対象とした児

童の発話を分析したところ，疑問が共有された

際に相手に説明を試みる傾向が確認できた。こ

の発話内容は，児童の学力レベルと関連してい

る可能性がある。そのため，今後の研究では，学

力との関連性を含めた詳細な分析を行い，協働

の場面における児童の役割や相互作用のあり方

を明らかにすることを目指していく。 
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○○○図形指導における具体的操作を用いた指導法の研究○○○ 
―既習の図形に直す見通しをもたせることに着目して― 

教育学研究科 教育実践創成専攻 教科領域実践開発コース 初等教科教育分野 小池勇盛  
 
1．．研研究究動動機機 
令和 5 年度に行われた全国学力・学習状況調

査の大問 2「図形の構成の仕方を観察して図形に

ついて判断すること（テープ）」において、正答

率が 21.1％であった（図 1）。類似問題である平

成 25 年度の正答率は 42.8％であり、正答率が

低いことがわかる（図 2）。誤答の主な理由とし

ては、必要な情報が明記されていない状況にお

いて、解く手段が見つけられていないことがあ

げられる。また、筆者の前年度の研究（小池、2024）
において、6 年角柱・円柱の体積の単元に焦点を

当てて児童の図形感覚を育てるための授業実践

を通して、教材を工夫し模型を与え考えさせる

ことで児童に多様な見方を促し、児童に解き方

のよさを感じさせることができた。しかし、具体

物を用いることが逆に、児童の考えを妨げる要

因となってしまった。理由としては模型を与え

続けることで、平面で表された立体図形での思

考を妨げてしまったことにある。そのため、児童

の図形問題に対する考えを多様化させることや、

具体物を用いる際、どのように扱うことが児童

の学習を効果的に支援するのかを考える必要が

あると感じ、本研究テーマを進めることにした。

 
図 1：令和 5 年度全国学力・学習状況調査

小・算 

 
図 2：平成 25 年度全国学力・学習状況調査

小・算 

2．．本本研研究究のの目目的的 
本研究の目的は、「具体物を用いる指導につい

て、児童の図形に対する考えの様相を見取り、具

体物を適切に与えることが児童の学習の助けに

なったのか、その効果を検証する。」こととする。 

3．．研研究究方方法法 
((11))  具体的操作を用いることの必要性を先行研

究や学習指導要領から分析・考察を行う。  
((22))  具体的操作を効果的に行うための指導の工

夫を実習校の授業観察を通して分析・考察する。  
((33))  先行研究における具体的操作を効果的に行

う授業、学習指導要領、教科用図書を分析し、授

業実践の示唆を得る。 
((44)) 授業実践を行い、その分析から、具体的操作

を行う授業の有効性を明らかにする  
((55))  最後に授業実践から得られた成果と課題を

もとに、本研究の結論を述べる。 
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4．．研研究究内内容容 
4-1．．具具体体的的操操作作ににつついいてて 
(1) 学学習習指指導導要要領領のの分分析析・・考考察察 
平成 29 年度学習指導要領には「各領域の指導

に当たっては，具体物を操作したり，日常の事象

を観察したり，児童にとって身近な算数の問題

を解決したりするなどの具体的な体験を 伴う

学習を通して，数量や図形について実感を伴っ

た理解をしたり，算数を学ぶ意義を実感したり

する機会を設けること。」図形領域においては小

学校段階において、具体的操作の経験を多く積

ませ、図形に対する考え方の素地を養うことが

重要である。しかし、教師が具体物を意図もなく

与え続けるだけだとかえって児童の思考を遮っ

てしまう要因にもなりえる。 

(2) 先先行行研研究究のの分分析析・・考考察察 
原・澤井ほか（1991）によると「念頭操作ので

きる児童を育成するためには、具体的操作から

念頭操作に直結するのではなく、その間の段階

が大切である。また念頭操作は、具体的操作をす

ることで、より高いものになっていく」と述べて

いる。念頭操作ができるようになるためには見

通しをもって思考を進められるようになること

が重要であり、具体的操作を効果的に行うため

には、児童たちが見通しを持ち、操作の意図をも

って行うことが大切である。そして、見通しを持

つことができるようになるためには、日ごろの

学習の中で意識的に見通しを持って取り組む経

験をすることが大切である。 
また原・澤井ほか（1991）は「操作活動を行わ

せる際には、「いつ、どんな場面で、どのように

児童に与えるか」が大切になる。」と述べている。

具体物を与え、ただ考えさせるのではなく、児童

が具体的操作を行いたいと感じた時に与えるこ

とにより、具体的操作の有効性が示される。この

ことから具体的操作を用いた指導においては児

童に見通しを持たせ、具体的操作が必要である

と実感したときに行わせることが重要であると

考える。 

 
図 3：具体的操作から念頭操作に移る過程 

（（3））先先行行研研究究かからら得得らられれたた示示唆唆 
平成 29 年度学習指導要領と原・澤井ほかの研

究より、児童に具体物を与え、指導を行う授業の

実践において、以下の 2 観点を重要視した授業

をする必要があると考える。 

具体的操作を何度も経験させることにより、視

覚的に図形を捉えるだけでなく、図形の大きさ

などの図形的な特徴を感覚としてとらえやすく

なる。また見通しを持たせることで具体的操作

をすることに意味を感じさせ、別の図形が出て

きた際に、考えを持つための基礎を養うことが

できると考える。 

4-2．．得得らられれたた示示唆唆ををももととににししたた教教材材研研究究 
見通しを持たせることを重視するため図 4 に

示すような既習事項を想起させやすくするため

の補助教材を用意した。小学校 4 年生（下）面積

のはかり方と表し方の学習において扱われた教

材であり、今回の授業実践の導入において、既習

事項を振り返りつつ、以降の平行四辺形の面積

を求めるための見通しを持たせることができる

と考えたためである。 
また具体的操作では以下の図 5，6 を用いる教

材を使用し、授業を行うこととした。 
授業実践の内容として具体的操作を行わせる場

合、切る行為などが考えられるため、児童に様々

①見通しを持たせること 
②具体的操作を何度も経験させること 
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な具体的操作を行わせるために、十分な量を用

意した。 

 
図 4：補助教材 

図 5：具体的操作で扱う教材（第 2 時） 

図 6：具体的操作で扱う教材（第 4 時） 

5．．授授業業実実践践 
5-1．．授授業業実実践践のの概概要要 
本研究における授業実践は、小学校第 5 学年

「四角形と三角形の面積」で行った。 
時期：令和 6 年 11 月 
対象：山梨県内小学校 5 学年 34 名 
授業実践の指導内容は以下のとおりである。 

第 1 時：陣取りゲームを行い、面積について考
え、公式について細かい意味について確認する 
第 2 時：三角柱の体積の求め方を考える活動を

行い前時で習った四角柱と合わせて角柱の体積

を「底面積×高さ」を用いて求めることができる 
第 3 時：平行四辺形の面積の求め方の公式を考
える活動 
第 4 時：高さが平行四辺形の外にある場合の面

積の求め方を考える活動 
本研究に大きくかかわる第 2、4 時について、

その授業の実際を以下に記す。 

5-2．．授授業業実実践践のの実実際際 
今回の授業記録における児童と教師との対話に

ついて教師の発言を T、児童を C として表記し

た。また番号については通し番号とした。 
((11))  22 時時間間目目  

①①前前時時のの復復習習  
前時で取り上げた長方形や正方形を黒板に提

示し、どのように面積を求めたのかを児童に説

明させた。その中で 1cm²に着目させ、長方形や

正方形や正方形の面積は縦×横ではなく、1 ㎠の

マス目が縦に何個分、横に何列分あるのかとい

う公式の意味について問いを投げかけた。 
 
②②課課題題のの提提示示  

本時のめあてを確認した後、図形の違いを確

認する中で、面積を求めるためにはどうすれば

よいのかの見通しを児童との対話の中で確認し

た。その後平面図を配布し、自力解決の時間を設

けた。 
 

T14：長方形と平行四辺形の形としての違いは何

ですか？ 
C11：直角じゃない 
C12：ななめになっている 
T15：あとは？ 
T16：じゃあ、長方形って求められるね 
T17：なんでこっちは求められない？ 
C13：真っ直ぐじゃない 
T18：何が真っ直ぐじゃない 

平行四辺形の面積の求め方を考えよう 
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①見通しを持たせること 
②具体的操作を何度も経験させること 
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な具体的操作を行わせるために、十分な量を用

意した。 

 
図 4：補助教材 

図 5：具体的操作で扱う教材（第 2 時） 

図 6：具体的操作で扱う教材（第 4 時） 

5．．授授業業実実践践 
5-1．．授授業業実実践践のの概概要要 
本研究における授業実践は、小学校第 5 学年

「四角形と三角形の面積」で行った。 
時期：令和 6 年 11 月 
対象：山梨県内小学校 5 学年 34 名 
授業実践の指導内容は以下のとおりである。 

第 1 時：陣取りゲームを行い、面積について考
え、公式について細かい意味について確認する 
第 2 時：三角柱の体積の求め方を考える活動を

行い前時で習った四角柱と合わせて角柱の体積

を「底面積×高さ」を用いて求めることができる 
第 3 時：平行四辺形の面積の求め方の公式を考
える活動 
第 4 時：高さが平行四辺形の外にある場合の面

積の求め方を考える活動 
本研究に大きくかかわる第 2、4 時について、

その授業の実際を以下に記す。 

5-2．．授授業業実実践践のの実実際際 
今回の授業記録における児童と教師との対話に

ついて教師の発言を T、児童を C として表記し

た。また番号については通し番号とした。 
((11))  22 時時間間目目  

①①前前時時のの復復習習  
前時で取り上げた長方形や正方形を黒板に提

示し、どのように面積を求めたのかを児童に説

明させた。その中で 1cm²に着目させ、長方形や

正方形や正方形の面積は縦×横ではなく、1 ㎠の

マス目が縦に何個分、横に何列分あるのかとい

う公式の意味について問いを投げかけた。 
 
②②課課題題のの提提示示  

本時のめあてを確認した後、図形の違いを確

認する中で、面積を求めるためにはどうすれば

よいのかの見通しを児童との対話の中で確認し

た。その後平面図を配布し、自力解決の時間を設

けた。 
 

T14：長方形と平行四辺形の形としての違いは何

ですか？ 
C11：直角じゃない 
C12：ななめになっている 
T15：あとは？ 
T16：じゃあ、長方形って求められるね 
T17：なんでこっちは求められない？ 
C13：真っ直ぐじゃない 
T18：何が真っ直ぐじゃない 

平行四辺形の面積の求め方を考えよう 
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C14：縦が斜めだから、今までのやつだと求めら

れない 
 

③③自自力力解解決決  
自力解決の場面では、平面図を自由に使って考

えてよいことを伝え、より多くの考えを出すよ

う促した。 
④④全全体体共共有有  
全体共有の中では、4 つの考えについて取り上

げた 

  
図 7：全体共有時の板書（第 2 時） 

はじめに切る回数を 1 回にして、長方形を作る

考えを取り上げた。この考えをしている児童が

最も多く、長方形に直すという既習事項の活用

ができた考えであったためである。 
 

C23：これに対して、ここを切って長方形に直す 
C24：同じ考えの人 
T27：どこで切った 
C25：三角形の終わりのところ 
C26：角 A とか C とか 

  
次に切って三角形を二つ作りだす児童の考え

を取り上げた。1 回だけでなく、何度変形しても

答えが求められるということを児童たちに理解

してもらうためである 
  

C40：まずここをぶった切った破片が個々で 
C41：ここをぶった切った破片が個々で 
C42：個々の正方形の面積が 4×4＋4×3 

C43：式が違うけどさっきとやり方は一緒 
C44：だから切るけど長方形にしないけど、 
T40：ここできって 
T41：その後どうする 
C45：三角形をくっつけて、残りの正方形と合わ

せる 
T42：で面積はいくつになりますか 
C46：4×3＋4×4 
T43：答えは？ 
C47：28 

  
最後に取り上げた考えについては、平行四辺形

を長方形に直すためには切るだけでなく底面に

対して垂直に切れば、どの場所から切っても長

方形は作り出すことができることを児童たちに

気づいてもらうためである。この考えを持って

いる児童はいたが、説明してもらう時間が確保

できなかった。 
  

T44：であとは、もちろん三角形できるのもいい

けど、こうしてみると… 
C48：真っ二つにしてる 
T45：ど真ん中できってくっつけてもできるね 
T46：これやった人？ 

  
⑤⑤ままととめめ  
児童に授業について振り返らせながら次のよ

うにまとめをした 

((22))  44 時時間間目目  
①①前前時時のの復復習習  
前時の復習を行い、平行四辺形の面積を求める

ためには底辺と高さの情報が必要であることを

確認した。 
②②課課題題のの提提示示  
図形を提示し、今までの平行四辺形と異なる部

分について問うことで、今回の問題に対する見

通しを持たせた。 
 

T9：この平行四辺形の一番の違いは何ですか？ 

平行四辺形の面積は面積を変えずに長方形

や正方形に形を変えれば求められる 
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C7：高さがわからない 
C8：底辺が短い 
T10：たかさがどうだろう 
C9：交わっていない 
C10：斜めにしか切れない 
T11：という風に昨日までの平行四辺形と違って

高さについて今まで通りにいかない  
T12：今までだったら求められたけどこれはわか

らない。じゃあどうしようか。 
C12：公式で解く 
T13：公式で解くって言ったけど本当に使える？ 
C13：直せばいいじゃん 
T14：じゃあ、今回のやつも公式が使えるような

形に直せればいいんじゃない？ 
T15：じゃあやってもらいます。  

  
③③自自力力解解決決  
児童に平面図を配布し、第 2 時と同様に、切

ることや折ることを許可し、自由に考えさせた。 
④④全全体体共共有有  

  
図 8 全体共有時の板書（第 4 時） 

はじめにマス目を数えた児童の考えを取り上

げた。理由としては、細分化することで正方形を

作り出すことができ、1cm²の正方形何個分であ

るかという既習の問いに直すことが出来ること

を伝えるためである。 
 

C14：この平行四辺形を手で数えたら 24 個あっ

た 
T16：マス目を数えた 
C15：でもマス目が無かったら出来なくない？ 
T17：R さんはまずマス目があるんだから、マス

目を数えようとしてくれました 
T18：ちなみに、斜めのところがありますね、斜

めはどう数えましょうか 

C16：斜めは半分に切られているから、2 個で 1
個分 
T19：2 個で 1 個分だから、何マスありますか？ 
C17：24 

 
次に高さが外にある平行四辺形を高さが内側

にある平行四辺形に等積変形させる児童の考え

を取り上げた。変形させることで面積は同じに

なるのか考えさせ、面積を構成する要素として

重要な底辺や高さに注目してもらうことを意図

した。 
 

C22：A の角を C の上に伸ばしたところにして D
を青い線に上に持ってきて、そうすると辺の長

さは変わらないから面積はかわらない 
C23：でも、斜めを縦にしたら上に上がるじゃん。 
C24：斜めは変わるけど、高さは変わらないから 
C25：同じ高さで移動してるから、高さは変わら

ない 
T33：A さんの言ってることってこんな感じ 
T34：え、これって変えていい？ 
T35：図形変わっちゃってない？ 
C26：大丈夫、公式に必要な部分が変わってない

から 
  

最後に切って面積を求める児童の考えを取り

上げた。これは未知の図形の中に既習の図形が

あること、そしてどのように作り出していくの

かを考えてもらうためである。 
  

T37：Y さんの真ん中ぶった切るってどういうこ

と？ 
T38：どこの真ん中？ 
T39：ちょっと前に来て 
C29：ここをぶった切る、で各自求めて最後足す 
T40：ぶった切ったらどうなる？ 
C30：平行四辺形が 2 つできて、高さが中にくる 
T41：ぶった切ったらこうなります 
T42：他にもありますか？ 
T43：S 君のやってること見せてもらいました 
T44：Y さんは真っ二つ、S 君はすべてをぶった

切ってました 
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C14：縦が斜めだから、今までのやつだと求めら

れない 
 

③③自自力力解解決決  
自力解決の場面では、平面図を自由に使って考

えてよいことを伝え、より多くの考えを出すよ

う促した。 
④④全全体体共共有有  
全体共有の中では、4 つの考えについて取り上

げた 

  
図 7：全体共有時の板書（第 2 時） 

はじめに切る回数を 1 回にして、長方形を作る

考えを取り上げた。この考えをしている児童が

最も多く、長方形に直すという既習事項の活用

ができた考えであったためである。 
 

C23：これに対して、ここを切って長方形に直す 
C24：同じ考えの人 
T27：どこで切った 
C25：三角形の終わりのところ 
C26：角 A とか C とか 

  
次に切って三角形を二つ作りだす児童の考え

を取り上げた。1 回だけでなく、何度変形しても

答えが求められるということを児童たちに理解

してもらうためである 
  

C40：まずここをぶった切った破片が個々で 
C41：ここをぶった切った破片が個々で 
C42：個々の正方形の面積が 4×4＋4×3 

C43：式が違うけどさっきとやり方は一緒 
C44：だから切るけど長方形にしないけど、 
T40：ここできって 
T41：その後どうする 
C45：三角形をくっつけて、残りの正方形と合わ

せる 
T42：で面積はいくつになりますか 
C46：4×3＋4×4 
T43：答えは？ 
C47：28 

  
最後に取り上げた考えについては、平行四辺形

を長方形に直すためには切るだけでなく底面に

対して垂直に切れば、どの場所から切っても長

方形は作り出すことができることを児童たちに

気づいてもらうためである。この考えを持って

いる児童はいたが、説明してもらう時間が確保

できなかった。 
  

T44：であとは、もちろん三角形できるのもいい

けど、こうしてみると… 
C48：真っ二つにしてる 
T45：ど真ん中できってくっつけてもできるね 
T46：これやった人？ 

  
⑤⑤ままととめめ  
児童に授業について振り返らせながら次のよ

うにまとめをした 

((22))  44 時時間間目目  
①①前前時時のの復復習習  
前時の復習を行い、平行四辺形の面積を求める

ためには底辺と高さの情報が必要であることを

確認した。 
②②課課題題のの提提示示  
図形を提示し、今までの平行四辺形と異なる部

分について問うことで、今回の問題に対する見

通しを持たせた。 
 

T9：この平行四辺形の一番の違いは何ですか？ 

平行四辺形の面積は面積を変えずに長方形

や正方形に形を変えれば求められる 
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C7：高さがわからない 
C8：底辺が短い 
T10：たかさがどうだろう 
C9：交わっていない 
C10：斜めにしか切れない 
T11：という風に昨日までの平行四辺形と違って

高さについて今まで通りにいかない  
T12：今までだったら求められたけどこれはわか

らない。じゃあどうしようか。 
C12：公式で解く 
T13：公式で解くって言ったけど本当に使える？ 
C13：直せばいいじゃん 
T14：じゃあ、今回のやつも公式が使えるような

形に直せればいいんじゃない？ 
T15：じゃあやってもらいます。  

  
③③自自力力解解決決  
児童に平面図を配布し、第 2 時と同様に、切

ることや折ることを許可し、自由に考えさせた。 
④④全全体体共共有有  

  
図 8 全体共有時の板書（第 4 時） 

はじめにマス目を数えた児童の考えを取り上

げた。理由としては、細分化することで正方形を

作り出すことができ、1cm²の正方形何個分であ

るかという既習の問いに直すことが出来ること

を伝えるためである。 
 

C14：この平行四辺形を手で数えたら 24 個あっ

た 
T16：マス目を数えた 
C15：でもマス目が無かったら出来なくない？ 
T17：R さんはまずマス目があるんだから、マス

目を数えようとしてくれました 
T18：ちなみに、斜めのところがありますね、斜

めはどう数えましょうか 

C16：斜めは半分に切られているから、2 個で 1
個分 
T19：2 個で 1 個分だから、何マスありますか？ 
C17：24 

 
次に高さが外にある平行四辺形を高さが内側

にある平行四辺形に等積変形させる児童の考え

を取り上げた。変形させることで面積は同じに

なるのか考えさせ、面積を構成する要素として

重要な底辺や高さに注目してもらうことを意図

した。 
 

C22：A の角を C の上に伸ばしたところにして D
を青い線に上に持ってきて、そうすると辺の長

さは変わらないから面積はかわらない 
C23：でも、斜めを縦にしたら上に上がるじゃん。 
C24：斜めは変わるけど、高さは変わらないから 
C25：同じ高さで移動してるから、高さは変わら

ない 
T33：A さんの言ってることってこんな感じ 
T34：え、これって変えていい？ 
T35：図形変わっちゃってない？ 
C26：大丈夫、公式に必要な部分が変わってない

から 
  

最後に切って面積を求める児童の考えを取り

上げた。これは未知の図形の中に既習の図形が

あること、そしてどのように作り出していくの

かを考えてもらうためである。 
  

T37：Y さんの真ん中ぶった切るってどういうこ

と？ 
T38：どこの真ん中？ 
T39：ちょっと前に来て 
C29：ここをぶった切る、で各自求めて最後足す 
T40：ぶった切ったらどうなる？ 
C30：平行四辺形が 2 つできて、高さが中にくる 
T41：ぶった切ったらこうなります 
T42：他にもありますか？ 
T43：S 君のやってること見せてもらいました 
T44：Y さんは真っ二つ、S 君はすべてをぶった

切ってました 
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④④ままととめめ  
児童の発言をもとに、高さが外にある平行四

辺形の面積の求め方についてまとめ、授業を終

えた 
 

 

6．．授授業業実実践践のの分分析析 
授業実践のねらいに即して、児童が具体的操作

を行ったことによる反応について分析を行った。 
(1)教師との対話による見通し 
授業実践の第 2 時において具体的操作を行わせ

る前に児童との対話の中で見通しをもたせた。

下の記録から、既習事項との結びつきや具体的

操作を行う必要性について児童が感じることが

できたことがわかる。 
 

T19：じゃあ、自分たちができるのって長方形だ

よね、でも今はこの平行四辺形を求めたい。どう

しよう 
C15：切っちゃえ 
C16：切ればいい 
C17：切って長方形にする 
C18：切って移動させる 
C19：長方形にすればいいんだよ 

 
また前述の第 4 時 T9~ T15 の場面でもあるよ

うに、変形させることが難しい図形についても、

試行錯誤をして見つけようとする姿が見られた。

これは具体的操作が効果的であると理解し、第 2
時での学習を振り返り、今までの学習のように

既習の図形に変形する操作を行えばよいと見通

しが立てられていることがわかる。 
 
(2)学習の中で、自分なりの見通しを持つ児童 
児童 1（表 1）は「最初は、できないでしょ。

と思ったけど、考えていけば、考えていくほど

色々なやり方が思いつきました」と記述してい

る。これは長方形や正方形に直すことを切ると

いう具体的操作をする中で自分なりの見通しを

持つことができていたことがわかる。 

 
表 1：児童 1 の学習感想 

児童 2（表 2）は「直角三角形の面積の求める

公式を発見した気がします。直角三角形は 2 つ

を合わせると長方形や正方形になるので、縦×

横÷2 だと思います」と記述している。これは図

9 に示すような変形を児童が行う中で児童自ら

獲得した物であり、具体的操作を用いて変形さ

せる過程を行ったことにより、未習の三角形に

ついて、どのように解くのかの見通しを持つこ

とができていたことがわかる。 

 

図 9：全体共有時に提示した児童の考え 

 
表 2：児童 2 の学習感想 

 
 

高さが図形の外にある平行四辺形は、形を

変えたりして、高さを図形の中に入れると

求めることができる 
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(2)念頭操作に移りたいと考える児童 
児童 3（表 3）は「授業だと切れるけどテスト

では切れないから次は切らないで求めたいです」

と記述している。これは、テストなどで具体的操

作を行えない状況を想定し、念頭操作に移りた

いと考えていることがわかる。 

 
表 3：児童 3 の学習感想 

 
児童 4（表 4）は「切って移動して長方形にし

て面積を求めました。いろいろなも求め方があ

りますが、面倒くさい求め方をわざわざする必

要はないなと思いました。やりやすい求め方を

知りたいです」と記述している。これは具体的操

作を毎回行うのは面倒であることに気づき、よ

り良い方法を見つけようとしていることがわか

る。 
 

 

表 4：児童 4 の学習感想 

7．．授授業業実実践践のの成成果果とと課課題題 
7-1．．成成果果 
分析から実践授業の研究の成果を述べる。成

果として以下の 2 点を挙げる。 
①については、見通しを持たせ、児童が問題に

対して、どのように解けばよいのかを考えやす

くすることができた点である。日々の授業観察

を通して、児童たちはわからない問題に対して

既習の内容と結びつけて考える場面が数多くみ

られた。そこで授業実践においても、振り返りを

積極的に行い、既習と結びつけやすくなるよう

工夫を行った。また、前述の第 2 時 T14~C19 及

び第 4 時 T9～T24 の場面にもあるように、今ま

で習ってきた図形と今回扱う図形との違いにつ

いて問う中で、より具体的な見通しを持てるよ

うな工夫なども行った。 
②については、具体的操作を十分に行わせる

ことにより、念頭操作に移りたいと考えるきっ

かけ作りができた点である。具体的操作を十分

に行わせた第 2 時で授業後の学習感想において

「テストでは切れないので次は式や計算で求め

たい」との記述があった。また児童 3 の学習感

想にも同様の記述があり、具体的操作から念頭

操作に学習段階を進めていこうとしている姿が

見られた。これは児童が学習を進めることに対

し、具体的操作が効果的に働いたのではないか

と考える。 

7-2．．課課題題 
分析から実践授業の研究の課題を述べる。 

課題として以下の 2 点を挙げる。 

①については、図形に対するずれが生じてしま

った点である。図 10、図 11 で説明すると次のよ

うである。具体的操作については児童たちが自

由に操作を行うため、様々な児童の解答を予想

していた。図 10 の青線で囲まれた三角形を赤線

で囲まれた三角形に移動させる操作を予想して

いたが、実際には図 11 で示されるような操作を

児童が行っていた。教材研究の段階では想定し

ていなかった考えであり、実際の授業でも、教師

①見通しを持たせ、児童が問題に対して、ど

のように解けばよいのかを考えやすくする

ことができた 
②具体的操作を十分に行わせることによ

り、念頭操作に移りたいと考えるきっかけ

作りができた 
 

①図形に対するずれが生じてしまった 
②活用場面の設定が不十分であった 
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④④ままととめめ  
児童の発言をもとに、高さが外にある平行四

辺形の面積の求め方についてまとめ、授業を終

えた 
 

 

6．．授授業業実実践践のの分分析析 
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る前に児童との対話の中で見通しをもたせた。

下の記録から、既習事項との結びつきや具体的

操作を行う必要性について児童が感じることが

できたことがわかる。 
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また前述の第 4 時 T9~ T15 の場面でもあるよ
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表 1：児童 1 の学習感想 
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獲得した物であり、具体的操作を用いて変形さ

せる過程を行ったことにより、未習の三角形に

ついて、どのように解くのかの見通しを持つこ

とができていたことがわかる。 
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(2)念頭操作に移りたいと考える児童 
児童 3（表 3）は「授業だと切れるけどテスト

では切れないから次は切らないで求めたいです」

と記述している。これは、テストなどで具体的操

作を行えない状況を想定し、念頭操作に移りた

いと考えていることがわかる。 

 
表 3：児童 3 の学習感想 

 
児童 4（表 4）は「切って移動して長方形にし

て面積を求めました。いろいろなも求め方があ

りますが、面倒くさい求め方をわざわざする必

要はないなと思いました。やりやすい求め方を

知りたいです」と記述している。これは具体的操

作を毎回行うのは面倒であることに気づき、よ

り良い方法を見つけようとしていることがわか

る。 
 

 

表 4：児童 4 の学習感想 

7．．授授業業実実践践のの成成果果とと課課題題 
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分析から実践授業の研究の成果を述べる。成

果として以下の 2 点を挙げる。 
①については、見通しを持たせ、児童が問題に

対して、どのように解けばよいのかを考えやす

くすることができた点である。日々の授業観察

を通して、児童たちはわからない問題に対して

既習の内容と結びつけて考える場面が数多くみ

られた。そこで授業実践においても、振り返りを

積極的に行い、既習と結びつけやすくなるよう

工夫を行った。また、前述の第 2 時 T14~C19 及

び第 4 時 T9～T24 の場面にもあるように、今ま

で習ってきた図形と今回扱う図形との違いにつ

いて問う中で、より具体的な見通しを持てるよ

うな工夫なども行った。 
②については、具体的操作を十分に行わせる

ことにより、念頭操作に移りたいと考えるきっ

かけ作りができた点である。具体的操作を十分

に行わせた第 2 時で授業後の学習感想において

「テストでは切れないので次は式や計算で求め

たい」との記述があった。また児童 3 の学習感

想にも同様の記述があり、具体的操作から念頭

操作に学習段階を進めていこうとしている姿が

見られた。これは児童が学習を進めることに対

し、具体的操作が効果的に働いたのではないか

と考える。 

7-2．．課課題題 
分析から実践授業の研究の課題を述べる。 

課題として以下の 2 点を挙げる。 

①については、図形に対するずれが生じてしま

った点である。図 10、図 11 で説明すると次のよ

うである。具体的操作については児童たちが自

由に操作を行うため、様々な児童の解答を予想

していた。図 10 の青線で囲まれた三角形を赤線

で囲まれた三角形に移動させる操作を予想して

いたが、実際には図 11 で示されるような操作を

児童が行っていた。教材研究の段階では想定し

ていなかった考えであり、実際の授業でも、教師

①見通しを持たせ、児童が問題に対して、ど

のように解けばよいのかを考えやすくする

ことができた 
②具体的操作を十分に行わせることによ

り、念頭操作に移りたいと考えるきっかけ

作りができた 
 

①図形に対するずれが生じてしまった 
②活用場面の設定が不十分であった 
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が児童の見方を理解することが難しかった。児

童との図形に対しての見方のずれにより、教師

の説明に児童たちが疑問を感じる場面も少なく

なかった。その点については教材研究をより一

層重ね、児童が図形をどの様にとらえているの

かを細かく理解していくためにも、児童の実態

把握をし、児童に寄り添った教材を提案してい

くことが必要であった。 
 

図 10：筆者が考えた予想される児童の図形の見

方 

図 11：実際の児童が考えた図形の見方 
②については、活用場面の設定が不十分であっ

た点である。児童たちの学習感想の中に「次は他

の図形でも今日やった方法が使えるのかやって

みたい」といった記述があった。児童から先の学

習に対する見通しが出てきたことは成果である

が、実際に使ってみるといった活用場面の設定

は時間が足りずできなかった。せめて類似問題

を配布し、解かせる学習活動を通じて、今回の解

法が使えるのかどうかを児童たちに考えさせる

ことはできた。 

8．．本本研研究究のの結結論論 
本研究の目的は、「具体物を用いる指導につい

て、児童の図形に対する考えの様相を見取り、具

体物を適切に与えることが児童の学習の助けに

なったのか、その効果を検証する。」ことであっ

た。先行研究などの分析を行い、具体的操作を用

いた指導で重要な 2 観点を定め、授業実践を行

った。筆者の授業実践を通して、見通しを持たせ

ることで児童が考えを整理し、具体的操作を円

滑に行うことができたことや具体的操作を十分

に行わせることにより、次の操作の段階である

念頭操作に移りたいと児童たち自身に感じさせ

ることなどの成果が得られた。しかし、児童が図

形をどの様にとらえているのかの実態把握が不

十分であったことなどの課題も明らかになった。 
今後の課題として、本研究では児童の具体的操

作に焦点を当て実践を行ったが、具体的操作か

ら念頭操作に移る過程や、児童に念頭操作を行

わせることに焦点を当てて研究を進めていく。 
 

参参考考・・引引用用文文献献 
・国立教育政策研究所(2023) 令和 5年度全国

学力・学習状況調査 報告書 【小学校／

算数】  

・国立教育政策研究所(2013) 平成 25 年度全

国学力・学習状況調査 報告書 【小学校／

算数B】  
・文部科学省(2017) 小学校学習指導要領（平成

29 年告示）解説−算数編− 東洋館出版社 pp 
331-332 

・原修,澤井康郎ほか(1991) 論理的な思考力を育

てる図形指導の研究―具体的操作から，念頭

操作へ―pp 21-24 
・清水美憲、真島秀行他（2024）『新しい算数 5』、
東京書籍 

・藤井斉亮、真島秀行他（2022）『新しい算数 4』、
東京書籍 

 
 

!"#$%&'()*+,-./0-1023456789:2;<=>

<'?/@A5-BCDEFGHIJ'F-K'LLMIJ<=>

> N>

!"#$%&'()*+,-./012345!

34678-9:;*<=;!
!"#$%$&'()*+,-!!

!
!

!"#$%& !"'()*+, !&-.'(/0123 45!&!"678 9:8 ; 

!<=>?@"
8 "#"#AB9#C#DEFG-BHIJK9#
C@LMNOP!"BQRBS'T'UVWXY

Z@!&[VWX\]PB^_@L`abcd

eWfghXOPijklmnojpqmnoT

QRnradeWNmn@fhXYmW=sc

Bt#Cuv@LMN3w2xf#DByzT

{|B}~nra�€ÅWNYrgrfTÅ‚ƒ

„JK…#DQRT†‡[rXmn@JhaO

Pˆ`T‰zra`Nn`Š‹Œ…çNY'Ž‚

è]#ê#D‘’B“”gÅ…OPijˆ •̀–

—Ågn`€˜ˆ`on™€Xš›= "#$%Ag
Å "#"& A@gMa '()*œùžNf–B“”T
Ÿa`NY BJŠf¡¢@L`aš›@OP

i£¤@fha…Å€NJŠf¥¦ai0§r

a`qmn=¨©Bª«¬çNY!
U­= +,+- 3®2¯°±gÅ ,./ ²³T!
"¬´µ¶@·¸VWNmn@fhXY"#"$A
@=}¹}º»¼B½¾T¿ÀiÁ€Xmn…

çK‚#CQ¬B ,./ BÂ¸=´µ¶@zeW
N¡¢@çNY BJŠft‚\]PB#D@L

`a… ,./ ²³iÂ¸ra`qÃÄÅiÆÇr
a`qÈGTçNY m¬É$%¬= ,./ ²³
B²ÄÊn‚!"ÂË@LMN®ÌxB'Íi

ÎÏžNY\]Pi#DžNÐ¬BÑrViÒ

lX?B¥¦an=–BJŠf…B¬çNBg

@~`aÆÇra`qY!
!
#$"$%ÓÔ"
#%!$"1ÕÖ×Ø2ÙÚÛ@~`a"
8 UÜ=ÝÞßà@JNáâ[@Jha‚¹ã

äãáâTåæ@z¤cžNçÜ¬çNY!
èX‚Ò*-,f–B0égÅbc=¹êBêT!

!
ÈG¬çhX…BTë¤ìeha`Nn`Š¡!
¢@çNY BJŠft¬OPi#ímnBî

¶B}~@=1ÕÖ×Ø2ÙÚÛBïði#í

mnTñòÅWNY1ÕÖ×Ø2ÙÚÛ=‚

j¹óBê¬zŠôõ•öá•÷�Bøéon`

ŠùúiEžnVWNY¹óBê¬zeWNn

`Šû@üîžNn‚}¹¬=*¦ýþ‚ÿ!ƒ

ÐB"­TÈGnfNz#¬çNYèX¹óT

1ÕÖ×Ø2ÙÚÛinNŽ@=$¥@%žN

jø€X`ojçN`=jôKX`on`Šöá

T&¤q'(žNn�€ÅWNY BJŠf1

ÕÖ×Ø2ÙÚÛi\]PB^_i)r¬#í

ù*=+,¬çNn�€NYèX‚\]P@LM

N1ÕÖ×Ø2ÙÚÛi#í-M¬fq#.-

1ÕÖ×Ø2ÙÚÛB/05i1ÉPB1ÕÖ

×Ø2ÙÚÛB/0nŠ@Âgžn`Š2û…

"­žNY!
#%#$"3PÂËn1ÕÖ×Ø2ÙÚÛ"
4@‚1ÕÖ×Ø2ÙÚÛ@'ra#DEFG

-@LMN\]P&Bî5i67@8žY!
678 \]P&Bî5"

!
!

!
"

!
!
67JK1ÕÖ×Ø2ÙÚÛB"*n=!"

ÂË@L`a‚3PÂËi)ra"*VýNn

`ŠmnT�€ÅWNY9:&#;<"#$0=JK‚
3PÂË=>`B�€ã?@—iø€AŠÂË

nVWa`NmngÅ…3PÂË@LMN1Õ

Ö×Ø2ÙÚÛB”XžBÀ=CÅg¬çNY!

\]P@JN1ÕÖ×Ø2ÙÚÛ@JN§/•

�€/iDgý‚\]P@JNEqmn‚klm

n‚Fžmn‚pqmnB3PÂËi)ra‚1

ÕÖ×Ø2ÙÚÛiGNïðnfNHIÄêB

"*¬çNY!

山梨大学教職大学院　令和６年度　教育実践研究報告書

－ 448 －




